
100m走中間疾走中における接地パターン : 
小学校5・6年生について

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2016-04-18

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 田中, 秀一, 澤田, みさ妃, 田邊, 章乃

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10098/9934URL



福 井 大 学 初 等 教 育 研 究2015,第1号,pp5157

教育内容研究

100m走 中間疾 走 中 にお け る接 地 パ タ ー ン

ー 小学校5・6年 生について 一

福井大学教育地域科学部

東京都江戸川区立第二葛西小学校
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日本陸上競技連盟公認の正式な陸上競技会において,100m走 種 目に出場 した小学校5年 生男子68名 と

女子68名,6年 生男子78名 と女子44名 の計258名 を対象に した。最高疾走速度を発揮す る中間疾走を,支

持脚足底のどの部分から接地していたのかを明らかにすることを日的とした。陸上競技会の100m走 に出

場 した小学校高学年選手は,体 育授業で行 うよりもはるかに多 く専門的な短距離走の指導を受けるとと

もに,練 習も行っていると推測できる。 このような選手か ら得 られた結果は,体 育授業で行 う短距離走

の指導に役立っ示唆を得ることができると考える。支持脚足底の接地を前足部接地(FFS),中 足部接

地(MFS)お よび後足部接地(RFS)の3パ ターンに分類 した。 さらに,足 底の一部が接地してか

ら足底が離地するまでの接地時間を比較した。男子では3パ ター ンがほぼ等 しく用い られていたのに対

して,女 子ではRFSが 非常に多 く用いられてお りFFSとMFSは 少なかった。接地時間はFFSと

MFSがRFSよ りも有意(p〈0.05ま たはp〈0.01)に 短 く,FFSとMFSに は差が認められ る場合

と認められない場合があった。100m走 記録 と接地パターンの分布は,速 い記録にFFSが 必ず しも多い

とは限らず,RFSで も速い記録の選手やFFSで も遅い記録の選手が見 られた。県大会 レベルの競技

会に出場 している小学校高学年選手では,短 距離選手が用いているFFSパ ターンとは異なり,そ の傾

向は女子の場合に著 しかった。疾走速度は歩幅 と歩数頻度の積で決定し,相 互に影響を及ぼし合ってい

る。接地時間が短いFFSは 歩数頻度を高めることができるが,疾 走速度の発揮には必ず しも結び付か

なかったと考えられる。 このような結果から小学校高学年の体育授業では,最 高疾走速度を発揮するこ

とができる合理的な歩幅と歩数頻度の関係,そ して身体各部の協調 した動作を学習するべきではないか

と考える。

キ ー ワー ド:接 地 パ ター ン,小 学 校 高 学 年,短 距 離 走,100m走

1.は じめに

走運動は,ヒ トにとって最も基本的な運動のひとつで

あり,身 体を片脚で支える支持期(接 地期)と 身体が空

中にある非支持期(滞 空期)と に分けられる。小学校体

育における陸上運動系は,第1学 年及び第2学 年の低学

年では 「走 ・跳の運動遊び」として,第3学 年及び第4

学年の中学年では 「走 ・跳の運動」として,第5学 年及

び第6学 年の高学年では 「陸上運動」として,そ れぞれ

小学校学習指導要領(以 後,指 導要領 と略す)(文 部科

学省,2008a)に 領域付けられている。そ して,小 学校学

習指導要領解説体育編(以 後,解 説体育編 と略す)(文

部科学省,2008b)に は,低 学年では30～50m程 度のかけっ

こを 「…中略…蛇行 して走った り,ま っすぐに走った り

すること」,中 学年では40～60m程 度のかけっこを 「前

後に腕を大きく振って走ること」,「まっすぐ前を見て体

を軽 く前傾 させて走ること」,高 学年では50～80m程 度

の短距離走を 「上体をリラックスさせて全力で走ること」

のように,そ れぞれの内容が例示されている。

短距離を全力で走ることは,最 高疾走速度を発揮する

能力を表 し,可 能な限 り高めた最高疾走速度を維持 して

走ることが 目的 となる。短距離走 として100rnを 疾走す

る場合では,速 度ゼロの静 止状態か らスター トして急激

に疾走速度を高め(加 速期),中 間地点あた りで最高疾

走速度に達 して しばらく維持 した(速 度維持期)後 に,

漸減しながら(減 速期)フ ィニッシュラインに到達する。

100mを 疾走するのに要する時間(秒)は,最 高疾走速

度と負の相関関係にあることが,世 界一流選手(阿 江ほ

か,1994)か ら中高年齢マスターズ選手(田 中と印牧,

2004;2005)に 至るまで,さ らに小学5・6年 生の選手

(加藤ほか,2002)に ついても明らかにされている。より

高い疾走速度を発揮するためには,高 い筋出力のみなら

ず速度に変換する合理的な疾走フォームが重要である。

小学6年 生の選手 と一般児童 を比較 した加藤 ほか

(2001)は 宮丸ほか(1992)と 同様に,優 れた疾走能力

を発揮 した選手は低い疾走能力の児童よりも,高 い身長

で身体質量も顕著に大きく,高 い脚筋力を有 しているの

を明らかにしている。疾走動作についても選手は,大 腿

部を引き上げる速度や脚全体を後方ヘスウィングする速
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度が高いといった,疾 走能力の高い成人の走動作(伊 藤

ほか,1998;斉 藤 と伊藤,1995)と 類似 した特徴がある。

一方
,接 地時における支持脚の膝関節屈曲が大きい,遊

脚の大腿部を高く引き上げている,遊 脚の膝関節屈曲角

度が小さい,と いった異なる特徴なども報告 している。

身体各部の協調 した動作によって産み出されたカを,

地面に対 して加えることができて,疾 走速度の変化に直

接的な影響を及ぼすのは支持期だけである。一般的に,

短距離疾走中ではっま先が反り上がった専用スパイクシュー

ズの形状が示すごとく,足 部が地面に最初に接地するの

は,踵 が地面に接地 しないように上げた状態で親指の付

け根付近(拇指球)か ら,あ るいは小指の外縁部か ら栂指

球に向かって前足部が接地する。その後,地 面か ら足に

加わる外力によって踵部は,接 地部を中心にして回転 し

ながら地面へ接地 しようとす る。Payne(1983)は 前足

部からと踵部からの接地によって,地 面反力の波形パター

ンすなわち,地 面に加わるカのパターンに相違が生 じる

ことを明らかにしている。最高疾走速度を可能な限 り高

くして,そ の速度を維持 して走ることが 口的となる短距

離走においては,前 足部か らの接地が解説体育編(文 部

科学省,2008b)の 述べる 「合理的な動き」になるのであ

ろう。

日本陸上競技規則に準拠 して実施される陸上競技会に

出場する小学校高学年選手は,体 育授業で行 うよりもは

るかに多く100rn走の指導を受けるとともに,練 習も行っ

ていると推測できる。このような選手は支持脚の足底の

どの部分か ら接地 して,最 高疾走速度を発揮する中間疾

走を行っていたのかを明らかにすることを目的とした。

得 られた結果は,体 育授業で行 う短距離走の 「合理的な

動き」の指導に,役 立つ示唆を得ることができると考え

る。

い て,50m地 点 を真 横 か ら撮 影 した 。 さ らに,足 部 の み

の 映 像 か ら選 手 を特 定 す るた め に,ナ ンバ ー カ ー ドを含

む 全 身 を,デ ジ タル ビデ オ カ メ ラ(HDR-CX630V;SONY,

撮 影 ス ピー ド毎 秒60コ マ)を 用 い て,フ ィニ ッシ ュ付 近

の 斜 め 前方 か ら撮 影 した 。

複 数 の 競 技 会 に 出場 した 競 技 者 は,最 も 良い 記 録 を達

成 した 競 技 会 の 結 果 をデ ー タ と して 用 い た 。 映 像 が 他 の

競 技 者 と重 な って,接 地 を判 別 で き なか った 人 数 を除 い

た 合 計258名(表2)が 分析 対 象 に な っ た。

表2.対 象者の人数(名)と100m走 の

平均記録 と標準偏差(秒)

性別 学年 人数 100m走 平均記録

男子

女子

5年 生

6年 生

5年 生

6年 生

68

78

68

44

15.60±0.94

14.80±1.10

16.34±1.04

15.27±0.96

1.方 法

1)対 象 とデー タ収 集 方 法

福 井 県 内 で2013年 に 実施 され た公 認 陸 上 競 技会(表1)

にお い て,100m走 に 出場 した 小 学 校5・6年 生 の 男 子

と女 子 の 選 手 を対 象 に した 。

表1.収 録 した公認陸上競技会

2)接 地 部 位 を 判 別 す る た め の ビデ オ カ メ ラ を 設 置 し

た 地 点

50m走 を用 い た 小 学 生 の 疾 走 能 力 や 最 高 疾 走 速 度 発 揮

時 に お け る疾 走 動 作 につ い て の 報 告(末 松 ほ か,2008;

加 藤 ほか,2001;加 藤 ほ か,1999)で は,35rnか ら40rn地

点 に ビデ オ カ メ ラ を設 置 して い る。 また,疾 走 速 度 の 変

化 を指 標 と して,児 童 を対 象 に した 短 距 離 走 指 導 に は45

mが 適 正 距 離 で あ る(伊 藤 と野 中,2000)。 小 学 校6年 生

の100m走 で は,30m地 点 で 最 高 疾 走 速 度 に達 して そ の

後 は漸 減 す る(加 賀 谷,1978)。 最 高 疾 走 速 度 に は5年 生

男 子 は40m前 後,5年 生 女 子 は35m前 後 で 達 す る(小 木

曽 と天 野,1994;小 木 曽 ほ か,1997)な どの 報 告 が あ る。

陸 上 競 技 会 の100m走 に お い て10m毎 に 計 測 した速 度 変

化 は,全 国大 会 出場 レベ ル で60mま で で あ るが,県 大 会

出場 レベ ル で50mま で が最 高 疾 走局 面 で あ る(加 藤 ほか,

2002)と 報 告 され て い る。

以 上 の よ うに,最 高 疾 走 速 度 に達 す るの に要 した 距 離

とそ の 速 度 を維 持 して い る距 離 を考 慮 した の と,同 一 時

刻 に複 数 の 種 目が 実 施 され る陸 上 競 技 会 運 営 に支 障 を及

ぼす こ と な く,目 的 とす る支 持 脚 の 接 地 映 像 を得 る こ と

が 可 能 で あ った の が50m地 点 で あ った 。

月 日 競 技 会

7月28日

10月13日

10月27日

坂井地区陸上競技夏季記録会

小学生陸上競技秋季記録会

坂井地区陸上競技秋季記録会

主 催 者 に撮 影 意 図 を説 明 して 許 可 を得 た 上 で,二 脚 に

取 り付 けた ビデ オ カ メ ラ(グ ラ ウ ン ドか らの 高 さ45cm)

を,メ イ ン ス タ ン ド下 の グ ラ ウ ン ドに設 置 した 。 疾 走 中

の 支 持 脚 の 足 接 地 部 位 判 別 と接 地 時 間算 出 に は,ハ イ ス

ピー ドデ ジ タル ビデ オ カ メ ラ(ExilimEX-Fl;CASIO,

撮 影 ス ピー ド毎 秒300コ マ,露 出 時 間1/1000秒)を 用

3)測 定 項 目

真 横 か らの 接 地 映 像 をパ ソ コ ン(Len・v・G570)に 取

り込 み,映 像 編 集 ソ フ ト(EDIUSNeo3)を 用 い て 接 地 部

位 の 判 別 と接 地 時 間(足 底 の 一 部 が 走 路 に接 地 して か ら

離 れ るま で の 時 間)の 算 出 を行 った 。 接 地 部 位 は,Nett

(1964年)を 初 め と した 報 告(Hasegawaほ か,2007;

Lieberman,2012;Kasmerほ か,2013)に 用 い られ た 分 類

に従 って,以 下 の3パ ター ン に分 類 した 。

1)前 足 部 接 地(ForefootStrike;FFS)と 略 す):栂

指 球 付 近 か らっ ま 先(前 足 部)が 最 初 に接 地 して 踵

一52一



100m走 中間 疾走 中 にお ける接 地パ ター ン

(後足 部)は 接 地 しない,あ るい は前 足 部 が 接 地 した

後 に足 底 全 体 が 接 地 す る(図1a～e)。 ま た は,小 指

外 側 縁 が 最 初 に接 地 して 接 地 部 位 が 栂 指 球 付 近 に移

動 した 後 に,足 底 全 体 が 接 地 す る あ るい は接 地 しな

い(図2a～e)。

2)中 足 部 接 地(MidfootStrike;MFSと 略す):拇 指

球 付近 か ら踵(後 足 部)が 同 時 に接 地 す る(図3a～e)。

3)後 足 部 接 地(RearfootStrike;RFSと 略 す):踵

(後足部)が 最初 に接 地 して,つ ま先(前 足部)に 向 か っ

て 足 底 全 体 が 接 地 す る(図4a～e)。

接地時間:接 地映像(撮 影スピー ド毎秒300コ マ)の,

足底の一部が接地 した瞬間から地面を離れるまでの時間

を算出した。

4.統 計処理

使用 した3パ ターンについてはカイ2乗 検定法を,接

地時間の比較は対応のない2群 間の平均の差検定法をそ

れぞれ用いた。いずれも有意水準は5%未 満とした。

表3.接 地 パ ター ン毎 の 人 数 と(%)

性別 学 年 FFS MFS RFS

男子

女子

5年 生(N=68)

6年 生(N=78)

5年 生(Nニ68)

6年 生(N=44)

30(44.196)

26(33.396)

6(8.8%)

8(18.296)

22(32.496)

26(33.396)

15(22.196)

10(22.796)

16(23.596)

26(33.396)

47(69.196)

26(59.196)
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表4.接 地パターン毎の接地時間の平均±SD(秒)

性別 学年 FFS MFS RFS 有意差

男子

女子

5年 生

6年 生

5年 生

6年 生

0.118±0.011

0.113±0.009

0.123±0.006

0.118±0.011

0.124±0.009

0.118±0.011

0.126±0.013

0.128±0.008

0.133±0.010

0.133±0.012

0.140±0.011

0.136±0.013

※1,※2

※1

※1

※1,※2

※1はFFSとMFSそ れぞれがRFSよ りも短時間,※2はFFSがMFSよ りも短時間

皿.結 果

小 学 校 高 学 年 選 手 が100m走 の 中 間疾 走 中 に,用 い た

支 持 脚 の 足 底 接 地 パ ター ンで あ る前 足 部 接 地(FFS),

中足 部 接 地(MFS)お よび 後 足 部 接 地(RFS)そ れ

ぞ れ の 人 数 と%を 表3に 示 した 。 女 子 は5年 生(κ2=

40.970,df2,p<O.Ol)と6年 生(κ213.272,df

2,p〈0.Ol)と もに,3パ ター ン 問 に有 意 差 が認 め られ,

RFSが5年 生 の69.1%と6年 生 の59.1%を 占 めて,両

学 年 を合 わ せ る と約65%がRFSで あ った 。 一 方,男 子

に は3パ ター ン 間 に有 意 差 が 認 め られ なか った 。

足 底 の 一 部 が 接 地 した 瞬 間か ら,地 面 を離 れ るま で の

時 間で あ る接 地 時 間(秒)の 平 均 値 と標 準 偏 差 を表4に

示 した 。 平 均 値 の 差 を検 定 した 結 果,男 子 と女 子 の5年

生 と6年 生 の い ず れ も,FFSがRFSよ りも,ま たM

FSがRFSよ りも,そ れ ぞ れ 有 意(p〈0.05ま た はp〈

0.Ol)に 短 い 接 地 時 間で あ った 。 しか し,5年 生 男 子 と

6年 生 女 子 はFFSがMFSよ りも有 意(p<0.05)に

短 か った が,6年 生 男 子 と5年 生 女 子 に は差 は認 め られ

なか った 。

100m走 記 録 と接 地 パ タ ー ンの 分 布 を,図51～4に

示 した 。 速 い 記 録 に必 ず しもFFSが 多 い と は限 らず,

RFSで も速 い 記 録 の 者 やFFSで も遅 い 記 録 の 者 が 見

られ た 。

w.考 察

個人が持つ最も速い移動手段である全速疾走は,能 力

の差こそあるものの身体に特別な障害がない限 り,誰 に

でもできる容易な身体運動である。疾走速度は発生させ

た生理的エネルギーを,身 体各部の動作を協調させて機

械的エネルギーに変換 して地面に加えることで発揮され

るために,疾 走速度の変化に直接的な影響を及ぼすのは

支持期だけである。公認陸上競技会のIOOm走 種 目に出
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100m走 中 間疾走 中 にお け る接 地パ ター ン

場 した 小 学 校 高 学 年 の 男 子 と女 子 の 選 手が,可 能 な限 り

速 く走 る とい う運 動 課 題 を達 成 す るた め に,中 間疾 走 中

の 支 持 脚 の 足 底 を接 地 した パ ター ン は前 足 部 接 地(FF

S),中 足 部 接 地(MFS)お よび後 足 部 接 地(RFS)

の す べ て が 用 い られ て い た 。 男 子 と女 子 で はそ の 傾 向 に

相 違 が み られ,男 子 で は3パ ター ンが ほ ぼ等 しく用 い ら

れ て い た の に対 して,女 子 で はRFSを 用 い た 人 数 とそ

の 割 合(%)が 約65%を 占 め非 常 に多 か った 。 成 人 男 女

の 一 流 選 手 は と も に,す べ て が 前 足 部 接 地 で あ った 報 告

(Nett,1964;Kre11&Stefanyshyn,2006)と は異 な った。

さ らに,男 女 の 一 流 短 距 離 走者(伊 藤 ほ か,1998)と 優

れ た短 距 離 走 能 力 を 持 っ6年 生(加 藤 ほ か,2001)の 支

持 脚 接 地 瞬 間の 足 関節 角 度 につ い て,図 あ るい は表 中の

数 値 か らFFSで あ っ た と推 定 で き る結 果 とも異 な った。

加 藤 ほか(2001)は1990年 か ら1993年 まで の 全 国小 学

生 陸 上競 技 交 流 大 会 に お い て,6年 生 時 に100m走 種 目

で 入 賞 した 男 子10名(Sprinter群)と 小 学 校6年 生 の 一

般 男 子 児 童31名(Control群)を 対 象 に,50m全 力 疾 走

時 にお け る支 持 脚 の 足 関節 角 度 変 化 を比 較 した 。 接 地 時

の 足 関節 角 度(101.0+16.7度 と83.5+4.8度)と 接 地 中

の 足 関節 最 大 屈 曲 角 度(85.4+10.9度 と77.0+6.1度)

は,Sprinter群 がControl群 よ りもそ れ ぞ れ 有 意 に 大 き

か った が,離 地 時 の 足 関節 角 度(116.2±15.3度 と111.5

±6.3度)に は 差 が 認 め られ な か っ た。 どの よ うな 接 地

パ ター ンで あ った か は記 録 され て い ない た め に接 地 時,

接 地 中そ して 離 地 時 の 足 関節 角 度 変 位 か ら推 察 す る と,

Sprinter群 の 接 地 は足 関節 が 伸 展 したFFSで,離 地 時

の 角 度 変 位 が 少 ない 固定 され た 状 態 で あ った 。 これ に対

して 一般 男 子 児 童 で あ るContro1群 は,足 関 節 が 屈 曲 し

た 状 態 のMFSあ るい はRFSで あ り,離 地 時 の 角 度 変

位 が 多 い 所 謂 「あそ び 」 が あ る状 態 で あ った と考 え られ

る。 伊 藤 ほ か(1998)は 男 女 一 流 短 距 離 走者 のIOOm走

レー ス を分 析 して,疾 走 速 度 と疾 走 動 作 の 関係 にお け る

足 関節 の 役 割 は,疾 走 速 度 の 高 い 選 手 ほ ど接 地 局 面 の 足

関節 屈 曲変 位 と伸 展 変 位 が 少 ない 足 関節 が 固定 され た 状

態 で,脚 全 体 の ス ウ ィ ン グ動 作 に よ る キ ッ クカ を短 い 時

間 内 にそ の ま ま 地 面 に伝 達 す る こ とで あ る と指 摘 して い

る。2000年 シ ドニ ー ・オ リン ピ ッ ク の100m走 レー ス 中

に,支 持 脚 の 足 接 地 をハ イ ス ピ ー ドVTR撮 影 した

Krell&Stefanyshyn(2006)は,疾 走 中 に お け る振 り

ドう し足(支 持 脚 の 足)の 中足 指 趾 骨(MTP)関 節 が

背 屈 す る 動 き(本 研 究 のFFSと 同 様)と,100rn走 パ

フ ォー マ ンス に相 関 関係 が 高 い こ と を報 告 して い る。

男 子 と女 子 の5年 生 と6年 生 の い ず れ も,接 地 時 間 は

FFSがRFSよ りも,ま たMFSがRFSよ りも,そ

れ ぞ れ 有 意(p〈0.05ま た はp〈0.01)に 短 か った 。 しか

し,5年 生 男 子 と6年 生 女 子 で はFFSの 接 地 時 間がM

FSよ りも有 意(p〈0.05)に 短 か っ た が,5年 生 女 子

と6年 生 男 子 に は差 は認 め られ なか った 。RFSで は方

法 の 図4a～eに 示 した ご と く,踵 が 最 初 に接 地 した 後

はつ ま 先 に 向か って 足 底 全 体 が 接 地 して,踵 の 離 地 に続

い て つ ま 先 が 離 地 す る とい った 踵 か らつ ま 先 に 向か う回

転 運 動 の よ うに足 底 が 動 くの で,足 関節 動 作 の 範 囲 が 大

き く接 地 時 間 は長 く な る。 この よ うな足 関節 を屈 曲 し伸

展 す る動 作 は,身 体 重 心 のE下 動 を生 じさせ る原 因 と な

り,水 平 方 向 に 速 度 を発 揮 す る こ とに負 の 作 用 をす る

(斉 藤 と伊 藤,1995)。FFSやFFSと 接 地 時 間 に 差 が

ないMFSの 短 い 接 地 時 間 は,歩 数 頻 度(ピ ッチ)を 高

め る こ とが で き る可 能 性 が あ る一 方,RFSの 長 い 接 地

時 間 は歩 数 頻 度 の 低 下 に繋 が り易 い 。 疾 走 速 度 は歩 幅 と

歩 数 頻 度 の 積 で あ るが,歩 数 頻 度 は高 くて も歩 幅 が 小 さ

けれ ば,逆 に歩 数 頻 度 は低 くて も歩 幅 が 大 き けれ ば疾 走

速 度 は遅 く な った り速 く な った りもす る。 この よ うな理

由 に よ っ て,100m走 記 録 と接 地 パ タ ー ンの 分 布 に 一 定

の 傾 向が なか った の で は ない か と考 え られ る。

FFSで 足 底 が 接 地 した 直 後 の 支 持 期 前 半(図1-cと

図2-c)で は,下 腿 後 面 に在 る下 腿 二 頭 筋 と総 称 され る

腓 腹 筋 と ヒ ラ メ筋 は強 制 的 に伸 張 され なが ら,伸 張 性 の

筋 収 縮(EccentricContraction)に よ っ て 着 地 時 の 衝

撃 を 受 け 止 め そ の 後,引 き 続 い て 短 縮 性 の 筋 収 縮

(ConcentricContraction)が 行 われ て 身 体 を推 進 させ

る働 き をす る。 伸 張 性 筋 活 動 か ら直 ち に短 縮 性 筋 活 動 に

切 り替 わ る筋 活 動 は,Stretch-ShorteningCycle(SS

C)運 動 と呼 ば れ,筋 は 伸 張 後 に短 縮 す れ ば休 息状 態 や

等 尺 性 収 縮(lsometricContraction)状 態 か らの 短 縮

よ りも大 き な張 力 を発 揮 で き る。 この 現 象 は,伸 張 性 筋

活 動 中 に筋 や 腱 に弾 性 エ ネ ル ギー が 蓄 積 され,続 く短 縮

性 筋 活 動 時 に蓄 積 され た 弾 性 エ ネ ル ギー が 放 出 ・利 用 さ

れ る た め で あ る(Komi&Bosco,1978;Komi,1984)。 全

速 疾 走 時 で はFFSに よ ってSSCの 働 き を有 効 に利 用

で き る一 方 で,ド 腿 後 面 の 筋 群 は強 く大 き な伸 張 性 筋 活

動 を繰 り返 し強 制 され る。 この よ うな動 作 が,筋 痛 を発

生 させ る(Newhamほ か,1982;寺 田ほ か,2001)原 因 に な

る こ とが 知 られ て い る。 下 腿 後 面 の 筋 群 と 同様 に,足 底

屈 筋 群 も支 持 期 前 半 で は伸 張 性 の 筋 収 縮 に よ って 接 地 に

と も な う衝 撃 力 を吸 収 し,後 半 で は短 縮 性 の 筋 収 縮 に よ

り身 体 を推 進 させ るの と,歩 幅 を大 き くす るの に貢 献 し

て い る(阿 江 ほ か,1986;馬 場 ほ か,2000)。 足 底 屈 筋 群

を含 めた 下 腿 三 頭 筋 の 発 育 ・発 達 程 度 に走 者 間の 相 違 が

あ った の で は ない か,あ るい は産 み 出 した 生 理 的 エ ネ ル

ギー を,疾 走 速 度 に変 換 で き る身 体 各 部 の 動 作 を協 調 さ

せ る こ とが 不 十 分 で あ った の で は ない か,な どが 接 地 パ

ター ンの 分 布 に一 定 の 傾 向が なか った 原 因 と して 考 え ら

れ る。

V.体 育授業への示唆

短距離走に関する研究の多くは,優 れた能力を持つ選

手だけを分析 した り,速 い者とそ うでない者を比較する

ことによって優れた選手の特徴を明らかにしようとした

り,競 技会において実際の レースにおける多数の選手の
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動作を分析することによって,疾 走動作と疾走速度との

相関関係に基づき,高 い疾走速度を発揮する優れた選手

の疾走動作の特徴を明らかにしようとした(阿 江ほか,

1994;伊 藤ほか,1998;加 藤ほか,2001;宮 丸ほか,1992)。

明 らかに され た特徴 は前述 した ご とく,伊 藤 ほか

(1998)に よる成人 と加藤ほか(2001)に よる小学校6

年生の特徴とは,必 ず しも共通 しない特徴であったが,

支持脚の足接地パターンと深くかかわる足関節について

「足関節の動作範囲が大きいすなわち,足 首を柔 らかく

使ったキックをしない」や 「つま先まで伸ばしたキック

はしない」は共通 している。陸上競技会における100m

走に出場 した小学校高学年の選手についての本研究の結

果は,優 れた能力を持つ選手や小学生が用いる支持脚接

地時の足関節の様子と異なっていた。さらに男子と女子

では,用 いた支持脚の足接地パターンも異なった。

体育授業ではどのような力を持った児童にも効果的に,

学習成果が挙げられるような授業内容であることが必要

である。その際,授 業内容は短距離走記録が早いか遅い

かだけでなく,解 説体育編(文 部科学省,2008c)の 考え

方に基づき,児 童が短距離走に親 しみを持ちなが ら,喜

びを味わえる授業を展開していく中で 「合理的な動作」,

「合理的な運動の行い方」によって疾走能力を向上させ

る学習が求められる。そのためには,短 距離走に関する

意識や関心を深めるとともに,合 理的な歩幅と歩数頻度

の関係と筋一腱の役割を考慮に入れた動作を意図的に学

習することが,疾 走能力の向上に不可欠であると考える。

VI.ま とめ

正 式 な 陸 上 競 技 会 に お け る100m走 種 口に 出場 した 小

学 校5年 生 男 子68名 と女 子68名,6年 生 男 子78名 と女 子

44・名 の 計258・名 を 対 象 に して,最 高疾 走 速 度 を発 揮 す る

中 間疾 走 を,支 持 脚 足 底 の どの 部 分 か ら接 地 して い た の

か を 明 らか にす る こ と を 目的 と した 。 支 持 脚 足 底 の 接 地

を 前足 部 接 地(FFS),中 足 部 接 地(MFS)お よび

後 足 部接 地(RFS)の3パ タ ー ン に分 類 した。 さ らに,

足 底 の 一 部 が 接 地 して か ら足 底 が 離 地 す るま で の 接 地 時

間 を比 較 した 。

結 果 は以 下 の とお りで あ る。

1)男 子 で は3パ ター ンが ほ ぼ等 しく用 い られ て い た の

に対 して,女 子 で はRFSが 非 常 に多 く用 い られ て

お りFFSとMFSは 少 なか った 。

2)接 地 時 間 はFFSとMFSがRFSよ りも有 意(p

〈0.05ま た はp<0.01)に 短 く,FFSとMFSに

は差 が認 め られ る場 合 と認 め られ ない 場合 が あ った。

3)100m走 記 録 と接 地 パ タ ー ンの 分 布 は,速 い記 録 に

FFSが 必 ず しも多 い と は限 らず,RFSで も速 い

記 録 の選 手やFFSで も遅 い記 録 の 選 手 が見 られ た。

4)県 大 会 レベ ル の 競 技 会 に 出場 して い る小 学 校 高 学 年

選 手 で は,短 距 離 選 手 が 用 い て い るFFSパ ター ン

と は異 な り,そ の 傾 向 は女 子 の 場 合 に著 しか った 。

このような結果か ら小学校高学年の体育授業では,最

高疾走速度を発揮することができる合理的な歩幅と歩数

頻度の関係,そ して身体各部の協調 した動作を意図的に

学習するべきではないかと考える。
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